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こころの
測り方

　心理学者にとって統計分析は最
も苦痛で避けたい時間かもしれま
せん。私も学部当初の実験レポー
トを書く際はこの心持ちでありま
した。しかし，統計学の正用は素
晴らしい心理学研究を行ううえで
の最低条件の一つであり，避けて
通ることはできません。これを実
現するためには，心理統計学に関
する知識だけでなく，高度なプロ
グラミング能力もしくはお金が必
要です。今回のこころの測り方で
は，新しい統計ソフトJASPを紹
介したのち，これが生まれた背景，
現在の心理統計に関する諸問題に
ついて考えてみたいと思います。
JASPについて

　近年，RやPythonを始めとする
様々なプログラミング言語が登場
し，高度な統計分析を無料で実行
することが可能になりました。こ
れらを使用するためには，研究時
間を割くほどの習得時間を要し
ます。一方で，これを避けるため
に，高度な統計分析を手軽に実行
できる環境を整えると，パソコン
が1台買えてしまうほど高価な商
用ソフト（SPSS等）を購入する

必要があります。しかしながら，
その費用に対して高価なソフトが
研究で使われる時間はほんの一瞬
です。もちろん，高度な分析を手
軽に実行可能なフリーソフトもあ
ります。しかしながら，私の知る
限り，その多くは心理統計分析に
特化したものではないため，結局，
使い方の習得に多くの時間を取ら
れてしまいがちです。唯一，関西
学院大学の清水裕士氏によって作
成されたHADのみが心理統計に
特化しており，この上なく便利で
すが，あくまでエクセルで作られ
ているため，計算に時間がかかる
ことや，Macでは一部機能が制限
されてしまうといった弱点もあり
ます。そんな中，近年，心理統計
分析に特化したJASPと呼ばれる
ソフトが開発されました（図1）。
　JASPは，フ リ ー，フ レ ン ド
リー，フレキシブルをテーマに開
発された統計分析ソフトです。フ
リーは，その名の通り完全無料
であることをさし，フレンドリー
は，マウスで（GUIで）直感的か
つ簡単に分析できることを表して
います。そして，フレキシブルは

ユーザー
の目的に
応 じ て，
頻度論に
準じた分
析とベイ
ズ統計に
準じた分
析を分析
者が選択
可能であ
ることを
表してい

ます。また，JASPは，OSを問わ
ず使用可能で，最近では，Webブ
ラウザ上で操作可能なアプリも登
場しました。そのため，ユーザー
のパソコン性能に依存することな
く動作可能です。さらに，分析部
分の多くはRで動いており，オー
プンコードなので，中身を確認す
ることも可能です。現在，Rコー
ドを生成する機能はありません
が，今後追加を検討しているとの
ことです。
　JASPでは，t 検定，分散分析，χ2

検定，回帰分析といった心理学で
多用される統計分析はもちろん，
主成分分析，因子分析，SEMなど
の多変量分析にも対応していま
す。因子分析と主成分分析では，
簡易的なパス図を描くことも可能
です。そして，ノンパラメトリック
検定，階層線形モデル，メタ分析や
ネットワーク分析といった高度な
統計分析も簡単なマウス操作で実
行可能です。さらに，これらの統
計分析の多くはベイズ統計の枠組
みでも実行可能です。JASPでは，
通常の分析とベイズの分析結果が
同様のフォーマットで出力されま
すので，これらを見比べることで
ベイズの肌感覚をつかむことがで
きます。この点は，これまでベイ
ズへの興味はあったが，手を出せ
なかった方々に特にお勧めです。
　JASPの利点の一つは，結果の
可視化にもあります。SPSSやR
で分析を行った際に，最終的にエ
クセルで結果をまとめる，もしく
は細かいオプションを指定した
コードを書く必要がありました。
しかし，JASPでは，結果の図表が
全てAPA形式で作成されます。
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図1　JASPの操作画面（ｔ 検定）
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このため，APAの論文作成では，
無駄な手間なく，論文に貼りつ
けることが可能です。そして，
JASPは通常の画像形式に加え，
texに対応した画像形式で保存す
ることも可能です。
　また，JASPには，データの簡単
なフィルター機能や前処理機能
もついています。Rで行うほど高
度な前処理は無理ですが，反応時
間X秒以上をカットする，逆転項
目処理を行って分析することは
JASP上で簡単に実行可能です。
そのほかにも研究の再現性を高め
るためOpen Science Framework
との連係機能もあります。
JASPの狙い

　このソフトはアムステルダム大
学のワーゲンメーカー（Eric-Jan 
Wagenmakers）らによって製作さ
れました。彼は，通称「コワい本」
として有名なʙayesian Ｃognitiｖe 
Ｍodelingの著者の一人であり，当
該領域の最先端で研究していま
す。さらに，心理統計教育や心理
学再現性といった話題にも関心が
ある研究者です。では，なぜベイ
ズ統計モデリングを主に研究して
いる彼らのチームが従来の帰無仮
説検定主義に基づく統計分析ソフ
トを製作し，そこにベイズ的検定
を導入したのでしょうか？
　これまでの心理学研究の多くは
帰無仮説検定に頼りすぎていまし
た。もちろん，帰無仮説検定が悪
いわけではありません。しかし，
帰無仮説検定は多数ある方法論
の一つでしかなく，容易に仮説の
Yes/Noを決定できる枠組みでは
ありません。それにもかかわらず，
心理学者は帰無仮説検定をYes/
Noを決定できる唯一の方法だと
言わんばかりにその枠組みに合わ
せた実験，調査設計を行うように
なりました。その結果，心理学研
究の多くが帰無仮説検定を目指す
研究になってしまったのです。

　一方，ワーゲンメーカーらの
チームは，より自然な実験，調査
環境で得られた心理学現象をデー
タに基づいて説明していく統計モ
デリングを研究法として推奨して
います。つまり，従来の検定や分
析の型に合わせた研究法から脱却
し，調査や実験を通して得られた
データの構造や副次的に得られる
データを吟味することを重視しま
す。そのうえで，適切な仮定に基
づく分析を推奨しています。しか
し，実際にこれを行うには分析者
の考え方を大きく変える必要があ
り，ハードルは決して低くありま
せん。そこで，彼らは従来の検定
とベイズ的検定が同時に実行可能
なソフトを製作し，心理学者のベ
イズへのハードルを下げたので
す。それがJASPです。もちろん
JASPのベイズ的検定のみでは仮
説のYes/Noを決定することはで
きません。しかし，少なくともベ
イズ的検定のほうが従来よりも簡
単かつ柔軟に仮説を検討すること
ができます。
JASPが拓く心理学研究

　私は，JASPが将来の心理学研
究における統計の質，ないしは研
究の質を向上させてくれると考
えています。上述のように，心理
学者はJASPで従来の帰無仮説検
定を簡単に実行できます。まず
は，その便利さを十分に実感して
みてください。もしベイズ的検定
に触れたければ，従来法と比較し
て実行してみてください。比較す
ることでベイズ的検定の柔軟性や
良さに気づいていただけると思い
ます。そして，検定の枠組みを超
えて，統計モデリングを行いたい
と感じるならば，ぜひともR等で
ベイズ統計モデリングに挑戦して
みてください。統計モデリングに
は，ベイズの知識と統計モデリン
グの基本的な考え方を知る必要が
あります。しかし，前者のベイズ

についてはJASPを触れたことで
抵抗なく踏み込めると思います。
あとは，研究者の想像力が統計モ
デリングを豊かにしてくれます。
したがって，JASPは，帰無仮説検
定からベイズ的検定へ，ベイズ的
検定からベイズ統計モデリングへ
の案内役として最適なのです。
　実際にJASPを触った研究者，
学生の話をしたいと思います。私
は，今年度の日本心理学会にて
JASPのチュートリアルワーク
ショップを行いました。参加者
は，院生から統計を学生に教える
研究者まで様々でした。短い時
間でしたが，JASPの基本操作か
ら各分析の実行法について説明
しました。ワークショップ終了
後，参加者から「便利で使いやす
い」，「結果が見やすい」，「学生指
導にぜひ使用したい」といった感
想を頂きました。これを聞き，改
めてJASPが良いツールであるこ
とを実感しました。その際の資料
が以下にございますので，よろし
ければご覧ください（https://osf.
io/2wfrj/）。
　最後に，複雑な分析手法が多数
提案され，めまぐるしく変動する
近年の心理学研究において，心理
学部もしくは心理に関わる部署に
本当に必要なのは，高価な統計ソ
フトではなく，統計手法を適切に
扱うことのできる心理統計学者だ
と私は考えています。そして，こ
のような場面でJASPは心理学研
究の質をさらに向上させる次世代
の統計ツールになると思います。
Enjoy !

Profi le — 北條大樹
日 本 学 術 振 興 会 特 別 研 究 員

（DC1）。専門は心理統計学・ベ
イズ統計学。プロフィールの詳
細 は，https://dastatis.github.io/
index.htmlを参照。


